
令和２年７月豪雨から３年、令和４年８月洪水から１年

巡回パネル展 2023年
市 町 村 会 場 開 催 期 間

⼭ 形 県 ⼭形県⽣涯学習センター遊学館 ２階ギャラリー ７⽉２５⽇（⽕）〜 ８⽉ ８⽇（⽕）

⼤⽯⽥町 ⼤⽯⽥町役場 町⺠ホール

７⽉２４⽇（⽉）〜 ８⽉ ４⽇（⾦）

尾花沢市 尾花沢市⺠図書館
７⽉２５⽇（⽕）〜 ８⽉ ７⽇（⽉）

南 陽 市 南陽市役所 １階市⺠ロビー ８⽉ ８⽇（⽕）〜 ８⽉１７⽇（⽊）

⽩ 鷹 町 ⽩鷹町中央公⺠館 町⺠ラウンジ ８⽉１８⽇（⾦）〜 ８⽉３１⽇（⽊）

⻑ 井 市 ⻑井市役所 １階市⺠ホール ８⽉ ８⽇（⽕）〜 ８⽉１７⽇（⽊）

新 庄 市 最上広域交流センター ゆめりあ

８⽉ ７⽇（⽉）〜 ８⽉１８⽇（⾦）

⾼ 畠 町 糠野⽬⽣涯学習館ホール ８⽉１８⽇（⾦）〜 ８⽉３１⽇（⽊）

⽶沢市役所 １階市⺠ホール

８⽉ ７⽇（⽉）〜 ８⽉１８⽇（⾦）

⼾ 沢 村 ⼾沢村役場
８⽉１８⽇（⾦）〜 ８⽉３１⽇（⽊）
８⽉２１⽇（⽉）〜 ９⽉ ４⽇（⽉）

主催：最上川流域治⽔協議会
⼭形市、⽶沢市、鶴岡市、酒⽥市、新庄市、寒河江市、上⼭市、村⼭市、⻑井市、天童市、東根市、尾花沢市、南陽市、⼭辺町、中⼭町、河北町、⻄川町、朝⽇町、⼤江町、⼤⽯⽥町、
⾦⼭町、最上町、⾈形町、真室川町、⼤蔵村、鮭川村、⼾沢村、⾼畠町、川⻄町、⼩国町、⽩鷹町、飯豊町、三川町、庄内町、遊佐町、最上広域市町村圏事務組合、農林⽔産省、
東北森林管理局、森林整備センター、⼭形地⽅気象台、最上川中流⼟地改良区、上⼭市⼟地改良区、東北電⼒株式会社、⼭形県、国⼟交通省

⼭ 形 県 村⼭総合⽀庁 ７⽉２４⽇（⽉）〜 ８⽉１０⽇（⽊）
⼭ 形 県 村⼭総合⽀庁 ⻄村⼭地域振興局 ７⽉２４⽇（⽉）〜 ８⽉１０⽇（⽊）
⼭ 形 県 村⼭総合⽀庁 北村⼭地域振興局 ７⽉２４⽇（⽉）〜 ８⽉１０⽇（⽊）
⼭ 形 県 ７⽉２４⽇（⽉）〜 ８⽉１０⽇（⽊）
⼭ 形 県

置賜総合⽀庁
７⽉２４⽇（⽉）〜 ８⽉１０⽇（⽊）置賜総合⽀庁 ⻄置賜地域振興局

川⻄町⾼⼭ 令和４年８⽉出⽔

７⽉ 21 ⽇ ⾦ 〜 ⽉9 ⽉ 4 ⽇

飯豊町⼩⽩川 令和４年８⽉出⽔

⼤ 蔵 村 ⼤蔵村中央公⺠館 ２階ロビー
⾈ 形 町 ⾈形町役場 庁舎⽞関ホール

７⽉２１⽇（⾦）〜 ７⽉３１⽇（⽉）
７⽉２４⽇（⽉）〜 ８⽉ ４⽇（⾦）

川 ⻄ 町 川⻄町役場 １階展⽰スペース

飯 豊 町 めざみの⾥観光物産館 ２階テーマ館

８⽉２８⽇（⽉）〜 ９⽉ ４⽇（⽉）

“みず”地域を から守る
〜 最 上 川 流 域 治 ⽔ 〜

⽔害伝承

巡回パネル展

⽶ 沢 市
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⻑崎（最上川）

計画⾼⽔位15.95ｍ

16.22 15.66

R2.7
既往最⾼ 今回出⽔

前線及び低気圧の影響により線状降⽔帯が発⽣し、⼭形県を中
⼼に⾮常に激しい⾬となり、２４時間⾬量が多いところで４７４
mmを記録しました。

令和4年8月出水（前線）の概要

主な⾬量観測所の
累加⾬量（24時間⾬量）

累加レーダ⾬量図
※8⽉3⽇から4⽇の累計

・深沢⾬量観測所
累加⾬量 409mm

ふかさわ

・⽶沢⾬量観測所
累加⾬量 262mm

よねざわ

◇椿（つばき） 雨量観測所

◇深沢（ふかさわ）雨量観測所

◇米沢（よねざわ）雨量観測所
線状降⽔帯

宮城県

8⽉3⽇18:00

8⽉3⽇18:00

※気象庁資料より

※気象庁資料より

統⼀河川情報システムより
統⼀河川情報システムより

※速報値のため、今後変更となる場合があります。

（国⼟交通省）

（国⼟交通省）

２４時間雨量 ４７４ｍｍ （観測史上第１位）

２４時間雨量 ４０９ｍｍ （観測史上第１位）

２４時間雨量 ２６２ｍｍ （観測史上第１位）

・椿⾬量観測所
累加⾬量 474mm

つばき

（国⼟交通省）

県内各地で記録的な⼤⾬を記録

京田川
相沢川

立谷沢川

鮭川

真室川
金山川

泉田川

最上小国川

丹生川

寒河江川

貴船川

須川

石子沢川

置賜白川

元宿川

誕生川

天王川

和田川
吉野川

村山野川

鬼面川

馬見ヶ崎川
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下野（最上川）

最上川の主要な３つの⽔位観測所で既往最⾼⽔位を更新。
また、川⻄町、南陽市、⽩鷹町の沿川約８kmにわたって計画⾼⽔位を超過し、堤防がいつ決壊しても
おかしくない⼤変危険な状況となりました。

最上川流域図

計画⾼⽔位
超過区間

計画⾼⽔位17.91ｍ

計画⾼⽔位17.67ｍ

計画⾼⽔位16.99ｍ計画⾼⽔位17.90ｍ
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11
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16

⼩出（最上川）
計画⾼⽔位14.40ｍ

主要な３つの⽔位観測所で既往最⾼⽔位を更新

18.59

15.91

17.55

15.44

17.4617.3618.7318.61

13.5513.50 計画⾼⽔位
超過区間

R2.7
既往最⾼

今回出⽔

R元.10
既往最⾼

今回出⽔

R2.7
既往最⾼

今回出⽔

S42.8
既往最⾼ 今回出⽔

R元.10
既往最⾼

今回出⽔１



令和4年8月出水（前線）による 最上川上流の出水・被害概要

令和４年8月出水時の急激な水位上昇

長井市にある小出水位観測所における、近年の出水（令和4年8月，令和元年10月）と昭和42年8月（羽越豪雨）の水位を

比較したところ、水防団待機水位から氾濫危険水位までの経過時間は、昭和42年8月（羽越豪雨）の約７時間と比較して、

令和4年8月及び、令和元年10月は約２時間と短く、水位の上昇速度が早くなっていることが確認できる。

小出水位観測所 水防団待機水位から氾濫危険水位までの経過時間
令和4年8月，令和元年10月，昭和42年8月(羽越豪雨)出水時の比較

計画高水位14.40m
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水防団待機水位を超過してからの経過時間（hr)

氾濫危険水位 12.8m

避難判断水位 12.6m
氾濫注意水位 12.0m

水防団待機水位 11.5m

R4.8 ピーク⽔位 13.55m
S42.8 ピーク⽔位 13.50m

R元.10 ピーク⽔位 12.99m

R４:2時間

R元:2時間

S42:7時間

国管理区間では、堤防からの越水が1箇所（長井市河井山地区）、溢水が4箇所（米沢市上新田地区、大江町
百目木地区、河北町溝延地区押切地区）が発生しました。

県管理区間では、溢水が5箇所（誕生川[米沢市広幡町上小菅]、元宿川[川西町西大塚]、小白川[飯豊町小
白川]、萩生川[飯豊町萩生]、市の沢川[大江町左沢]）発生しました。

溢水：家屋6戸、田畑等約32ha

最上橋

市
の
沢
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溢水
[河北町溝延地区]

みぞのべ

いっすい

越水
[長井市河井山地区】
（氾濫発生情報発表箇所）

えっすい

かわいやま

たんじょうがわ

もとじゅくがわ

溢水：床上1戸、床下2戸、田畑等約1.9ha

市の沢川（県管理）（大江町）
いちのさわがわ おおえまち

萩生川（県管理）（飯豊町）

はぎゅうがわ いいでまち

越水：田畑等約1.2ha

溢水：家屋14戸、田畑等約27ha

最上川

溢水：家屋1戸、
田畑等約100ha

最上川

古佐川

溢水：田畑等約12ha

溢水
[河北町押切地区]

おしきり

いっすい

こしらかわ
小白川（県管理）（飯豊町）

溢水
[大江町百目木地区]

いっすい

どめき

溢水
[米沢市上新田地区]

かみにいだ

いっすい

溢水：田畑等約４ha

溢水：床上7戸、床下3戸、田畑等2.6ha

最上川

２



「最上川上流（置賜地域）緊急治水対策プロジェクト」
〜地域特性を踏まえた河川整備と農業や⼟地利⽤・住まい⽅と連携した治⽔対策の推進〜

■事業期間 令和４年度～令和７年度

■事 業 費 約１０２億円 【国：約２１億円、県：約８１億円】

■目 標 令和4年8月出水と同規模の洪水を安全に流下させ、内水等の浸水被害の軽減を図る。

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
○河川区域での対策
・災害復旧※、白鷹地区・川西南陽地区で河道掘
削を実施 【国】 ※最上川上流の全域を対象

・災害復旧、河道掘削等【県】
○集水域での対策
・内水調整池の整備【高畠町】
・準用河川の堤防整備及び河道掘削【川西町】
・田んぼダムの推進【長井市他】

■被害対象を減少させるための対策
○氾濫域での対策
・立地適正化計画の作成及び立地適正
化計画に基づく安全な場所への居住
誘導等

【高畠町】

■被害の軽減、早期復旧・復興のため
の対策
○氾濫域での対策
・避難確保計画作成支援【米沢市他】
・まるごとまちごとハザードマップの

【長井市他】
・防災ラジオの普及、災害情報ツール

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

氾濫をできるだけ防ぐ・減
らすための対策

河道掘削（国）

河道掘削等（県）

災害復旧（国） ※最上川上流の全域を対象

災害復旧・河道整備（県）

内水調整池、準用河川の堤防整備等（町）

被害対象を減少させるため
の対策

立地適正化計画の作成による安全な場所への居住誘
導等（高畠町）

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

避難体制等の強化

水害リスク情報の充実と復旧

緊急治水対策（Ｒ７年度まで）

※具体的な対策内容やスケジュールについては、今後の調査・検討等により変更となる場合があります

＜事業スケジュール＞

約14万m3完了

浸水箇所、支川の掘削完了

災害復旧完了

令和4年8月出水により最上川上流部で甚大な被害が発生したことから、再度災害防
止のための「最上川上流（置賜地域）緊急治水対策プロジェクト」を策定し、対策に着手
します。

南陽市

川⻄町

⻑井市

【対策箇所】

⽩鷹町

計画⾼⽔位超過区間

河道掘削(国)
V=約2万m3

河道掘削(国)
V=約12万m3

内水調整池(町)
V=2,000m3

準用河川(万福寺川)の堤防整備(町)

計画⾼⽔位
超過区間

準用河川(鬼神川)等の掘削(町)

元宿川

最上川左岸 187.2k付近(川⻄町)

最上川 192.1k付近(川⻄町)

誕⽣川

⾼畠町 ⽶沢市

支川の掘削等（県）

【R4.8最上川沿いにおける
内水浸水面積】

A=438ha

災害復旧(河道整備)(県)

災害復旧(県)

※災害復旧箇所は、代表箇所を表示している。

促進、マイ・タイムラインの普及
促進

の多重化【南陽市他】

計画作成（R4)

３



○最上川本川の河川水位を低下させるため、西置賜郡白鷹町鮎貝地先～南陽市梨郷地先で
約１４万m3の「河道掘削」及び「樹木伐採」を実施。

南陽市梨郷地区

令和元年9月撮影

白鷹町鮎貝地区

令和元年9月撮影

【河道掘削のイメージ】

▽対策後の水位

松川鉄道橋

白鷹大橋

荒砥鉄道橋

※河道掘削の位置等は、今後の詳細検討により決定します。

河道掘削

⽔位低減 ▽R４.８洪水水位
▽計画⾼⽔位

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【白鷹町・川西町・南陽市】

河道掘削（国）

改良事業箇所(掘削)

凡例
堤防・護岸等被災箇所

令和4年8月豪雨浸水範囲

位 置 図

最上川

須川

鮭川

山形市

山 形 県

⼭形市

天童市東根市

河北町

中⼭町

寒河江市

⼤江町

⼭辺町

朝⽇町

上⼭市

⽩鷹町

南陽市

⾼畠町

⽶沢市

川⻄町

飯豊町
⻑井市

防災・減災対策等強化事業推進費

直轄河川災害復旧事業
事業内容： 漏水対策 ３箇所、護岸工 ４箇所、観測施設３箇所
事業期間： 令和４年〜令和５年度

防災・減災対策等強化事業推進費
事業内容： 河道掘削 約１４万m3

事業期間： 令和４～5年度

河道掘削

河道掘削

県河川災害復旧事業

■事業費 約81億円（県管理区間）

■事業種別 全体事業費 事業期間

○緊急浚渫推進事業債 約 4億円 令和4年度～令和5年度 (約40箇所)

〇緊急自然災害防止事業債 約10億円 令和4年度～令和5年度 (約40箇所)

○災害復旧(河道整備)事業 約31億円 令和4年度～令和7年度

（小白川、萩生川）

○災害復旧事業 約36億円 令和4年度～令和6年度

（100箇所）

■全体事業費

約102億円

■事業費 約21億円（国管理区間）

■事業種別

○災害復旧 全体事業費 約10億円（県内10箇所）

事業期間 令和4年度～令和5年度

○推進費 全体事業費 約11億円（最上川）

事業期間 令和4～5年度

○令和４年８月出水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、再度災害防止対策へ向けた事業に着手。

災害復旧(河道整備)【国】

【国】

【県】
直轄河川災害復旧事業

100箇所のうち、代表箇所を表⽰している

⽀川の掘削等【県】

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【河川区域での対策】

４



最上川の⽀川における対策（県）

１．⽬的
・⽀川の河川⽔位を低下させるため、河道掘削を実施。
・出⽔による堆積⼟砂を撤去し、流下能⼒を確保する。

２．取組
置賜⽩川や元宿川など、県が管理する⽀川の河道掘削

等を実施する。
事業期間：令和４年度〜令和5年度

河道掘削等

１．⽬的
豪⾬に伴い被災した河川管理施設（護岸、護床など）

の早期復旧を図る。
２．取組

⽝川や置賜⽩川など、県が管理する⽀川において、災
害復旧を実施する。
事業期間：令和４年度〜令和６年度

災害復旧

令和4年8月撮影

災害復旧箇所

【河道掘削のイメージ】

【災害復旧のイメージ】

※河道掘削の位置等は、今後の詳細検討により決定します。

⽔位低減 ▽R４.８洪水水位

▽対策後の水位

河道掘削

▽R４.８洪水水位

飯豊町小白川地区

川西町玉庭地区

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【飯豊町・川西町 他】

令和4年8月撮影

河道掘削等

災害復旧

○ 原形復旧のみでは事業効果が限定されることから、河道拡幅や河床掘削等の災害復旧（河道
整備）を行うことで流下能力を向上させ、再度災害防止を図る。

○ 事業期間：令和４年度～令和７年度

←

萩
生
川

令和4年8月撮影

萩生川

二反田橋

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 【飯豊町】

河道掘削

小白川

令和4年8月撮影

ＪＲ橋（米坂線）

大巻橋

【河道整備イメージ】

▽対策後の水位

⽔位低減 ▽R４.８洪水水位

▽計画⾼⽔位

河道整備

【河道整備イメージ】

▽対策後の水位

⽔位低減 ▽R４.８洪水水位
▽計画⾼⽔位

最上川の⽀川における対策（県） 災害復旧(河道整備)

河道整備河道整備

５



被害対象を減少させるための対策
災害リスクを考慮した⽴地適正化計画による居住誘導 等

※具体的な対策内容については、関係機関で調整中であり、変更となる場合がある。

＜居住誘導区域外の区域での対応＞
・居住誘導区域外の区域では、特定開発行為の届出にあ
わせてリスク情報を再周知、必要なアドバイスを検討

＜避難指⽰にあたってのソフト対策＞
・豪雨等による浸水等のおそれがある場合は、防災ラジ
オやエリアメール、広報車などによる避難指示を行う。

防災ラジオ エリアメール

⽶沢市⽴地適正化計画
（令和2年12⽉）

＜災害リスク情報を活用した誘導区域の設定＞
・浸⽔範囲、浸⽔深、浸⽔到達時間等により検討
・避難所までの距離から避難時間を想定し、避難可能であるか等についても検討

＜⽶沢市の事例＞
・都市機能誘導区域及び居住誘導区域
の設定にあたっては、⼟砂災害特別
警戒区域、浸⽔想定区域（浸⽔深
0.5m以上の浸⽔想定区域が広く連坦
する危険性の⾼い区域）等の災害リ
スク情報を考慮し設定

居住誘導区域

都市機能誘導区域

〇 ⽴地適正化計画の作成を進め、浸⽔エリア等の災害リスクを踏まえた都市機能誘導区域・居住誘導区域
の設定により、災害に強く持続可能なまちづくりを⽬指す。（⾼畠町）

〇 災害リスクのある地域においては、避難指⽰等による⽴退き避難の徹底を図る。

1被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

まるごとまちごとハザードマップ
１．⽬的

まるごとまちごとハザードマップとは、
実際に洪⽔ハザードマップの情報を、まちなかに表⽰
するもので、浸⽔エリア、浸⽔の深さ、避難所までの
ルートを把握し、想定浸⽔深プレートを設置すること
で、地域住⺠の防災意識を⾼めるものです。

２．効果
避難経路を⽰すことで、迅速な避難⾏動へつながることが
期待できます。

●

過去の洪⽔時の実績浸⽔深を掲⽰することで、過去の被害
の記憶を⾵化させないことが期待されます。

●

マイ･タイムライン

｢まるごとまちごとハザードマップ｣の取り組み事例

１．⽬的
マイ･タイムラインとは、
住⺠⼀⼈ひとりのタイムライン（防災⾏動計画）であり、台⾵
等の接近によって河川の⽔位が上昇する時に、⾃分⾃⾝がとる
標準的な防災⾏動を時系列的に整理し、とりまとめるものです

２．効果
時間的な制約が厳しい洪⽔発⽣時に、⾏動のチェックリストとし
て、また判断のサポートツールとして活⽤することで、逃げ遅れ
ゼロが期待されます。

●

マイ･タイムライン講習会実施状況

出⽔の課題を受けたタイムラインの改善・流域⾃
治体との洪⽔対応演習・講習会

マイ・タイムライン作成ツール｢逃げキッド｣

避難のポイント

地区会による検討、危険箇所等の書き出し

避難ルートの確認・決定

電柱などに浸⽔の深さ、避
難ルートの案内看板を設置

地域住⺠へ防災意識の啓発

地域住⺠の安全でスムーズな避難

⽇常時
地域の洪⽔意識向上

洪⽔を知る

⽇常時
避難場所、避難の学習

避難を知る

発災時
判断のための情報

マイタイムラインを作成

６







山形県内

令
和
４
年
８
月
出
水

⼤江町百⽬⽊ 最上川溢⽔

河北町溝延 最上川溢⽔による浸⽔被害

飯豊町萩⽣川 被災状況

村⼭市最上川⼤久保遊⽔地越流 飯豊町⼩⽩川 被災状況 飯豊町萩⽣川 被災状況

飯豊町⼩⽩川 被災状況

川⻄町中⼤塚 ⻤神川内⽔排除作業

令和４年８月出水による被災状況 山形県内

出典:⼭形県

出典:⼭形県 出典:⼭形県

避難指⽰等 対象世帯数 50,525世帯
避難所への最⼤避難者数 3,087⼈

出典：⼭形県防災くらし安⼼部
８⽉３⽇からの⼤⾬等の状況について

（令和５年３⽉２２⽇発表）

全壊 2棟

床上浸⽔ 180棟
床下浸⽔ 516棟

半壊 54棟
⼀部損壊 0棟

建物被害

※建物被害は住家のみを記載

出典:⼭形県

飯豊町⼩⽩川 被災状況 出典:⼭形県

地域を“みず”から守る
〜みんなではじめる「流域治⽔」〜最上川流域治⽔協議会



米沢市
⽶沢市塩井地区

最
上
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⽶沢市⻑
中川 勝

令和４年８⽉に発⽣した豪⾬により家屋の浸⽔や
農地の冠⽔、⼟砂崩れ等の被害に遭われた皆様に⼼
からお⾒舞い申し上げます｡
この豪⾬では、線状降⽔帯が流れ込み、県内で初

めて「⼤⾬特別警報」が発表されるほどの記録的⼤
⾬となりました。本市では⼟地や建物に被害が⽣じ
たものの、市⺠の皆様が近隣住⺠同⼠で協⼒し合い、
早めに避難⾏動をとっていただいたことや消防団の
迅速な活動のおかげにより､⼈的被害がなかったこと
は不幸中の幸いでありました｡
災害発⽣時に最も⼤切なことは「命を守る」こと

です。⽔害に強く、誰もが安全安⼼に暮らせるまち
づくりの実現に向けて、流域治⽔や共助による体制
の構築を進めて参ります｡

流域治⽔の推進に向けて

⽶
沢
市

流
域
治
⽔
の
取
組

Ộ
⽔
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
Ộ

令和４年８⽉出⽔から１年

⽻⿊川

堀⽴川

⽶沢市

⾼畠町

川⻄町

1313

凡 例
令和元年10⽉台⾵19号浸⽔範囲

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

取組完了

凡 例

国①
堤防整備

国②
堤防強化

県③
⽻⿊川河道掘削等

県④

誕⽣川河道掘削等

県⑤
釈迦沢２【砂防】

県⑥
館⼭⼀治⼭事業

県⑦
湯ノ⼊沢治⼭事業

対策種別
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
被害対象を減少させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

砂川

堀⽴川

⾼畠町

⽶沢市

県③

県④

県⑤

県⑥

県⑦

国①

国②

簡易型河川監視カメラ
：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)
：国

国 県
危機管理型⽔位計

：国 ：県
⽔位計(従来整備)

：国

国 県

：県

市①
下⽔道施設（処理場等）の
耐⽔化の検討・計画・実施

市②
経年劣化による護岸等の
補強・補修

市③
⽼朽化した樋⾨等の河川
管理施設の補修・更新

市④
下⽔道施設（処理場等）の
耐⽔化の検討

市⑤
災害リスクを考慮した⽴地適正
化計画の作成及び居住誘導

市⑥
普通河川及び準⽤河川の危険
箇所等の現況把握

市⑦
橋梁の定期点検・診断により
必要な補修⼯事等を⾏う

市⑧
防災マップによる危険区域の
周知

市⑨
避難確保計画の提出

市⑩
避難訓練の義務化

県①
河道掘削等流下能⼒向上対策

県②
河川管理施設⻑寿命化対策

被災した国道121号

避難対象世帯 3,104世帯
避難対象⼈数 8,049⼈

床上浸⽔ 4棟

半壊
⼀部損壊

0棟
0棟

床下浸⽔ 21棟
出典：⼭形県防災くらし安⼼部
８⽉３⽇からの⼤⾬等の状況について

（令和５年３⽉２２⽇発表）
※建物被害は住家のみを記載

地域を“みず”から守る
〜みんなではじめる「流域治⽔」〜最上川流域治⽔協議会



長井市
⻑井市中央地区

最
上
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⻑井市⻑
内⾕ 重治

令和4年8⽉発⽣の豪⾬により､家屋の浸⽔や⼟砂崩
れ､農地の冠⽔など､被災されました市⺠の⽅々に対し､
⼼よりお⾒舞い申し上げます｡
災害発⽣時には405世帯994⼈もの市⺠の皆さんが避

難所に避難なされました。この間、被害拡⼤防⽌のた
め対応にあたられた⾃主防災組織、消防団の皆様をは
じめ多くの⽅々の活動に感謝申し上げます。また、国
⼟交通省⼭形河川国道事務所、⼭形県からは排⽔⽤ポ
ンプの派遣をいただき内⽔被害の軽減に努めていただ
きました。今後はこの度の豪⾬災害の教訓を⽣かし､
住⺠と⾏政､関係者が⼀体となり流域全体で⾏う｢流域
治⽔｣の取組みをさらに推進してまいります｡

流域治⽔の推進に向けて

⻑
井
市

流
域
治
⽔
の
取
組

Ộ
頻
発
す
る
豪
⾬
災
害
に
備
え
て
Ộ

令和４年８⽉出⽔から１年

⻑井市河井⼭付近の浸⽔被害

最上川

⽩鷹町
簡易型河川監視カメラ

：国 ：県
河川監視カメラ(従来整備)

：国

国 県

危機管理型⽔位計
：国 ：県

⽔位計(従来整備)
：国

国 県

：県

国①
河道掘削

対策種別
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
被害対象を減少させるための対策
被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡 例
令和元年10⽉台⾵19号浸⽔範囲
令和4年8⽉出⽔浸⽔範囲

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

市①
市管理河川の定期的な浚渫

市②
河川監視システムの構築、
活⽤

市③

河川河川の改修

市④
下⽔道施設（処理場等）の
耐⽔化計画の検討

市⑤
個別施設計画、耐⽔化⼯事

市⑥
⽥んぼダムの取組への周知
活動

市⑦
災害リスクを考慮した⽴地適
正化計画に基づく居住誘導

市⑧
指定避難場所、指定緊急避難所の
安全性、居住性の確保

市⑨
避難所等への避難通路の確保

市⑩
緊急情報システム機能の強化

市⑪
内⽔ハザードマップの作成

市⑫
浸⽔想定区域内における地区
タイムラインの策定⽀援、訓
練の実施

市⑬
浸⽔想定区域内におけるまる
ごとまちごとハザードマップ
の作成⽀援

市⑭
⾃主防災組織の防災⼒の向上

市⑮
避難⾏動要⽀援者の個別計画
策定⽀援

市⑯
浸⽔想定区域内の要配慮者
施設の避難確保計画の策定
⽀援

市⑰
地区･⾃主防災会における
防災研修の実施

市⑱
BCPの⾒直し作業

市⑲
指定緊急避難場所、指定緊
急避難所の防災機能強化

市⑳
浸⽔想定区域内における地
区防災訓練の実施

市㉑
地域防災センターの設置

国②
堤防整備

国③
堤防強化

国④
堤防強化

県①
河道掘削等流下能⼒向上対策

国⑤
堤防強化

国⑥
堤防強化

県②
河川管理施設⻑寿命化対策

県③
出来ヶ沢【砂防】

県④
天王沢【砂防】

県⑤
⻑井地区治⼭事業

凡 例

取組完了

飯豊町

⻑井市

県⑤

県③

国④

国⑥

国①

県④

国②

国③

287

国⑤

緊急安全確保対象世帯 10,014世帯
緊急安全確保対象⼈数 25,479⼈

床上浸⽔ 15棟

全壊
半壊

0棟
0棟

床下浸⽔ 74棟
出典：⼭形県防災くらし安⼼部
８⽉３⽇からの⼤⾬等の状況について

（令和５年３⽉２２⽇発表）
※建物被害は住家のみを記載

地域を“みず”から守る
〜みんなではじめる「流域治⽔」〜最上川流域治⽔協議会



南陽市
南陽市宮崎地区 最上川 下⽥橋付近

最
上
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

南陽市⻑
⽩岩 孝夫

令和４年８⽉豪⾬では、県内初の「⼤⾬特別警報」
が発令され、家屋の浸⽔や⼟砂崩れ､農地の冠⽔など
の被害に⾒舞われました。被災されました市⺠の⽅々
に対し､⼼よりお⾒舞い申し上げます｡
災害発⽣時には住⺠の皆さんの適切な避難⾏動や⾃

主防災組織の対応、消防団員の迅速な⽔防活動により､
⼈的被害はありませんでした。
その⼀⽅で、最上川の下⽥⽔位観測所では観測史上

最⾼の⽔位を記録し、家屋や農地は内⽔氾濫により⼤
きな浸⽔被害が発⽣しました。
今後はこの度の豪⾬災害を教訓に､災害に強いまち

づくりを⽬指し、住⺠と⾏政､関係者が⼀体となり、
流域全体で⾏う｢流域治⽔｣を進めてまいります｡

流域治⽔の推進に向けて

南
陽
市

流
域
治
⽔
の
取
組

Ộ
強
く
し
な
や
か
な
ま
ち
へ
Ộ

令和４年８⽉出⽔から１年

最上川幸来橋付近の消防団による排⽔作業

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

吉野川

上無川

399

113

13

13

県⑩
県⑥

市①

市⑤

織機川

国①

国②

県⑫ 県③

県④

市②

県①
河道掘削等流下能⼒向上対策

県②
河川管理施設⻑寿命化対策

県③
吉野川河道掘削等

県④
屋代川河道掘削等

県⑤
⼤沢【砂防】

県⑥
別所⾕【砂防】

県⑦
下荻下沢【砂防】

県⑧
川樋沢３【砂防】

県⑨
川樋沢４【砂防】

県⑩
織機川【砂防】

県⑪
⾚⼭【地すべり】

県⑫
下⽔道施設(処理場等)
の耐⽔化

国①
堤防強化

国②
河道掘削

市①
内⽔氾濫のための
準⽤河川等の整備

市②
⾬⽔幹線の整備

市③
下⽔道施設の耐⽔化
の検討

市④
農地⽤地等の保全の
ための湛⽔防除事業

市⑤
⽥んぼダムの取組み

市⑥
災害リスクを考慮した⽴地
適正化計画に基づく居住誘導

市⑦
マイ・タイムラインの
普及啓発及び検証

市⑧
防災ラジオの普及

市⑨
内⽔氾濫・浸⽔常襲地域
の減災対策の検討

市⑩
災害時要配慮者利⽤施設の
避難確保計画策定の推進

市⑪
避難⾏動要⽀援者に係る
個別計画作成の検討

市⑫
災害情報ツールの多重化

市⑬
緊急輸送路の強靱化

市⑭
広域避難の検討

市⑮
まるごと・まちごとハザード
マップの作成検討

市⑯
市⺠参加型の避難訓練の
実施

市⑰
地域防災リーダーの育成

市⑱
⾃主防災組織の育成と
連携強化

市⑲
⽔防訓練の実施､⽔防⼯法､
⽔防技術の伝承

市⑳
⽔防資機材の備蓄､点検､
補充等の随時実施

市㉑
防災教育の継続的な実施

簡易型河川監視カメラ
：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)
：国

国 県

危機管理型⽔位計
：国 ：県

⽔位計(従来整備)
：国

国 県

：県

対策種別
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
被害対象を減少させるための対策
被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡 例

令和元年10⽉台⾵19号浸⽔範囲
居住誘導区域
都市機能誘導区域

取組完了

凡 例

緊急安全確保対象世帯 11,506世帯
緊急安全確保対象⼈数 30,050⼈

床上浸⽔ 1棟

半壊
⼀部損壊

0棟
0棟

床下浸⽔ 5棟
出典：⼭形県防災くらし安⼼部
８⽉３⽇からの⼤⾬等の状況について

（令和５年３⽉２２⽇発表）
※建物被害は住家のみを記載

地域を“みず”から守る
〜みんなではじめる「流域治⽔」〜最上川流域治⽔協議会



高畠町
⾼畠町糠野⽬地区

最
上
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⾼畠町⻑
髙梨 忠博

令和４年８⽉に発⽣した豪⾬により､家屋への浸⽔
や農地の冠⽔など､被災されました町⺠の⽅々に対し､
⼼よりお⾒舞いを申し上げます｡
線状降⽔帯の発⽣によってこれまでに経験したこと

がない集中豪⾬となり、避難情報を発するいとまがな
い内に緊急安全確保の情報を発せざるを得ない事態と
なりました。夜遅くに、最上川や⻤⾯川の⽔位が上昇
し、道路の冠⽔による交通障害や住宅への浸⽔被害が
発⽣するなど、夜間における避難の危険性、流域全体
での治⽔対策の重要性を再認識した災害となりました。
この度の豪⾬災害を教訓とし､平時における防災・

減災対策を強化するとともに、最上川流域の各⾃治体
と連携した流域治⽔対策を推進してまいります｡

流域治⽔の推進に向けて

⾼
畠
町

流
域
治
⽔
の
取
組

Ộ
令
和
４
年
８
⽉
豪
⾬
災
害
を
教
訓
に
Ộ

令和４年８⽉出⽔から１年

夜を徹しての内⽔排除作業

和⽥川

最上川

砂川

天王川

吉野川

屋代川

R6⽔防訓練

R8⽔防訓練

R3⽔防訓練

R5⽔防訓練

R4⽔防訓練

東
北
中
央
⾃
動
⾞
道

113

13

⼭
形
新
幹
線

国①

国④

国③

南陽市

⽶沢市

⾼畠町

簡易型河川監視カメラ
：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)
：国

国 県
危機管理型⽔位計

：国 ：県
⽔位計(従来整備)

：国

国 県

：県

国①
堤防強化

県①
河道掘削等流下能⼒向上対策

県②
河川管理施設⻑寿命化対策

県③
屋代川 河道掘削等

町①
準⽤河川、⽔路等の浚渫及び
⽀障⽊伐採

町②
降⽔期におけるため池の適切
な⽔位調整

町③
⾬⽔排⽔計画の検討

町④
多⾯的機能⽀払い交付⾦によ
る⽥んぼダムの取り組み検討

町⑤
調整池の整備

町⑥
⽴地適正化計画の策定及び
居住誘導区域の設定

町⑦
内⽔ハザードマップの作成検討

町⑧
防災マップにあらゆる災害
リスクを表⽰

町⑨
避難所までの避難経路の点検
と整備

町⑩
防災⾏政無線⼾別受信機の
無償貸与

町⑪
⼀時避難施設の条件整備
（ガス発電機貸与など）

町⑫
⽔防団と⾃主防災組織の
連携強化

町⑬
出前講座による住⺠防災意識
向上

町⑭
浸⽔想定区域内の要配慮者
施設の避難確保計画の作成⽀援

町⑮
住⺠参加型の実践的な⽔防
訓練（地区廻り開催）

町⑯
住⺠参加型の実践的な総合防災
訓練（地区廻り開催）

町⑰
災害時情報伝達⼿段の多重化

町⑱
動ける⾃主防災組織の育成強化

町⑲
移動可能な排⽔ポンプの配備・
充実

取組完了

凡 例

対策種別
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
被害対象を減少させるための対策
被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡 例
令和元年10⽉台⾵19号浸⽔範囲
令和4年8⽉出⽔浸⽔範囲

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

県④
和⽥川 河道掘削等

R7⽔防訓練

緊急安全確保対象世帯 7,770世帯
緊急安全確保対象⼈数 22,213⼈

床上浸⽔ 6棟

半壊
⼀部損壊

0棟
0棟

床下浸⽔ 11棟
出典：⼭形県防災くらし安⼼部
８⽉３⽇からの⼤⾬等の状況について

（令和５年３⽉２２⽇発表）
※建物被害は住家のみを記載

地域を“みず”から守る
〜みんなではじめる「流域治⽔」〜最上川流域治⽔協議会



川西町
川⻄町⻄⼤塚地区

最
上
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

川⻄町⻑
原⽥ 俊⼆

令和４年８⽉発⽣の⼤⾬により､家屋の浸⽔や⼟砂
崩れ､農地の冠⽔など､被災されました町⺠の⽅々に対
し､⼼よりお⾒舞い申し上げます｡
災害発⽣時には町⺠の⽅々に早めの避難⾏動をとっ

ていただいたことや⾃治会⻑さんの適切な指⽰､ご近
所の⽅々の助け合い､⾃主防災組織及び消防団員の迅
速な活動により､⼈的被害がなかったことは不幸中の
幸いでありました｡
その⼀⽅で家屋や農地､道路などは甚⼤な被害を受

けました｡被害状況は川⻄町史上最⼤の⽔害と⾔われ
る昭和42年の⽻越⽔害に匹敵する規模となりました。
今後はこの度の⽔害を教訓にして､住⺠と⾏政､関係

機関が⼀体となり、流域治⽔を進めて参ります｡

流域治⽔の推進に向けて

川
⻄
町

流
域
治
⽔
の
取
組

緊急安全確保対象世帯 5,029世帯
緊急安全確保対象⼈数 14,121⼈

床上浸⽔ 145棟

半壊
⼀部損壊

4棟
0棟

床下浸⽔ 228棟
出典：⼭形県防災くらし安⼼部
８⽉３⽇からの⼤⾬等の状況について

（令和５年３⽉２２⽇発表）
※建物被害は住家のみを記載

令和４年８⽉出⽔から１年

誕⽣川北郷排⽔樋管付近の内⽔被害

287

国①

町⑩
要配慮者利⽤施設の避難確保
計画策定の推進及び計画に基
づく訓練の実施

287

287

川⻄町

川⻄町

⽝川

南陽市

⿊川

国①
最上川河道掘削

県①
河道掘削等流下能⼒向上対策

県②
河川管理施設⻑寿命化対策

県③
⾺場沢【砂防】

県④
佐野沢治⼭事業

対策種別
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
被害対象を減少させるための対策
被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡 例
令和元年10⽉台⾵19号浸⽔範囲
令和4年8⽉出⽔浸⽔範囲

簡易型河川監視カメラ
：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)
：国

国 県

危機管理型⽔位計
：国 ：県

⽔位計(従来整備)
：国

国 県

：県

県③

県④

町①

町①

町①

町③

町①

町⑨
災害時情報伝達⼿段の充実

町⑪
避難⾏動要⽀援者の名簿（個
別計画）及び個別避難計画の
作成

町①
準⽤河川、浚渫及び築堤

町②
ため池の適切な⽔位調整

町③
⽥んぼダムの取組⽀援

町④
マイ･タイムラインの作成⽀援

町⑤
⾃主防災組織の⼈材育成

町⑥
住⺠参加型の防災訓練

町⑦
⽔防団による⽔防⼯法講習会

町⑧
⽔防団の機能強化

万
福
寺
川

113

※具体的な対策内容については、今後の調査・
検討等により変更となる場合がある。
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地域を“みず”から守る
〜みんなではじめる「流域治⽔」〜最上川流域治⽔協議会



小国町

最
上
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⼩国町⻑
仁科 洋⼀

令和４年８⽉発⽣の豪⾬により､家屋の浸⽔や⼟
砂崩れ､農地の冠⽔など､被災されました町⺠の
⽅々に対し､⼼よりお⾒舞い申し上げます｡
災害発⽣時には住⺠の皆さんから早めの避難⾏動

をとっていただいたことやご近所の⽅々の助け合い､
消防団員の迅速な活動により､⼈的被害がなかった
ことは不幸中の幸いでありました｡
その⼀⽅で家屋や農地､道路などは甚⼤な被害を

受けました｡町としましてもインフラや産業⾯での
復旧・復興に取り組んで参ります。また、頻発化・
激甚化する災害への対応についても住⺠と⾏政、関
係者が⼀体となり流域全体で⾏う｢流域治⽔｣を進
めて参ります｡

流域治⽔の推進に向けて

⼩
国
町

流
域
治
⽔
の
取
組

Ộ
令
和
４
年
８
⽉
豪
⾬
災
害
を
教
訓
に
Ộ

写真

対策種別
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
被害対象を減少させるための対策
被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

簡易型河川監視カメラ
：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)
：国

国 県
危機管理型⽔位計

：国 ：県
⽔位計(従来整備)

：国

国 県

：県

113

町①
ハザードマップの周知

町②
⾃主防災組織の組織化促進

町③
避難⾏動要⽀援者個別計画の策定

町④
マイ・タイムラインの普及促進

県①
河道掘削等流下能⼒向上対策

県②
河川管理施設⻑寿命化対策 ※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

令和４年８⽉出⽔から１年

被災した⼩国町除雪センター

崩壊した町道⽟川⼤⾥峠線

避難対象世帯 638世帯
避難対象⼈数 1,302⼈

床上浸⽔ 1棟

半壊
⼀部損壊

3棟
0棟

床下浸⽔ 22棟
出典：⼭形県防災くらし安⼼部
８⽉３⽇からの⼤⾬等の状況について

（令和５年３⽉２２⽇発表）
※建物被害は住家のみを記載

地域を“みず”から守る
〜みんなではじめる「流域治⽔」〜最上川流域治⽔協議会



白鷹町
⽩鷹町菖蒲地区

最
上
川
水
系
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⽩鷹町⻑
佐藤 誠七

令和４年８⽉の豪⾬につきましては、本町を除く置
賜３市４町に⼤⾬特別警報が発令され、記録的短時間
⼤⾬情報も発表されるなど置賜地⽅を中⼼に甚⼤な被
害が発⽣いたしました。
本町におきましても、菖蒲観測所の⽔位が相当な速

さで上昇を続けるなど、⼤変危険な状況にありました
が、⾃主防災組織及び消防団をはじめとした皆さまの
経験を踏まえた迅速な活動により、⼈的被害もなく家
屋の被害も最⼩限に⽌めていただきました。
⼀⽅、豪⾬の度に⼤きな被害が発⽣していることか

ら、現状復旧ではない、防災・減災の対応が必要であ
ると感じております。今後とも町⺠の皆様と⾏政、関
係機関が⼀体となり流域全体で「流域治⽔」の取組み
を進めてまいります。

流域治⽔の推進に向けて

⽩
鷹
町

流
域
治
⽔
の
取
組

Ộ
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令和４年８⽉出⽔から１年

⽩鷹町睦橋付近の浸⽔被害

287

簡易型河川監視カメラ
：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)
：国

国 県
危機管理型⽔位計

：国 ：県
⽔位計(従来整備)

：国

国 県

：県

草⽊沢川

⾙⽣川

忠川

絹市川
⼋幡川

実渕川

⽩鷹⼤橋

睦橋

国①

国②

国③

国④

県④

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

町①
下⽔道施設（処理場等）の
耐⽔化の検討・計画・実施

取組完了

凡 例

対策種別
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
被害対象を減少させるための対策
被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

凡 例
令和元年10⽉台⾵19号浸⽔範囲
令和4年8⽉出⽔浸⽔範囲

国①
河道掘削

国②
堤防強化

国③
堤防強化

国④
堤防整備

県③
⼤杉沢【砂防】

県④
内倉【砂防】

県①
河道掘削等流下能⼒向上対策

県②
河川管理施設⻑寿命化対策

県⑤
屋⼋野２【砂防】

県⑥
⿊⽊沢【砂防】

県⑦
横⽥尻沢【砂防】

県⑧
釜ノ沢【砂防】

県⑨
岩屋沢 治⼭事業

町②
排⽔施設の耐⽔化の検討
（⽩鷹町⼟地改良区）

町③
揚⽔施設の耐⽔化の検討
（⽩鷹町⼟地改良区）

町④
災害リスクを考慮した⽴地
適正化計画の作成及び住居
誘導

町⑤
防災情報⼀⻫配信システム
の整備

町⑥
要配慮者世帯への⼾別
受信機の貸与

町⑦
防災講座、地区防災訓練の
実施

町⑧
個別避難計画の策定

⽩鷹町

町⑨
地域防災マネージャーの
配置

避難対象世帯 701世帯
避難対象⼈数 1,784⼈

床上浸⽔ 0棟

半壊
⼀部損壊

0棟
0棟

床下浸⽔ 1棟
出典：⼭形県防災くらし安⼼部
８⽉３⽇からの⼤⾬等の状況について

（令和５年３⽉２２⽇発表）
※建物被害は住家のみを記載

地域を“みず”から守る
〜みんなではじめる「流域治⽔」〜最上川流域治⽔協議会



飯豊町
被災した飯豊町⼤巻橋
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飯豊町⻑
後藤 幸平

令和４年８⽉３⽇、２度にわたる線状降⽔帯の発⽣
により、降り始めからの総⾬量は４７６ｍｍを記録し、
１⼈の⾏⽅不明者と２棟の全壊を含む１９１棟の住家
被害をもたらしました。崩落した橋梁や道路、⼟砂の
流⼊や損壊により作付けできなくなった農地等の復旧
事業は、被災から１年が経過した今も続いています。
被害に⾒舞われた多くの町⺠の皆さまに、⼼からお⾒
舞いを申し上げます。
避難に際して、⾃主防災組織の皆さまによる声掛け、

地元の⽅による避難所への⽑布の提供など、多くの⾃
助と共助の輪がありました。また、消防団による⽔防
活動は、多くの町⺠に勇気を与えました。
今後は、この度の豪⾬災害を教訓に、⾃助・共助・

公助の絆を強固にし、流域全体で⾏う「流域治⽔」を
進めてまいります。

流域治⽔の推進に向けて

飯
豊
町

流
域
治
⽔
の
取
組

Ộ
豪
⾬
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
Ộ

令和４年８⽉出⽔から１年

ＪＲ⽶坂線橋梁の被災

川⻄町飯豊町

⻑井市

113

県④

県⑤

県③

簡易型河川監視カメラ
：国 ：県

河川監視カメラ(従来整備)
：国

国 県

危機管理型⽔位計
：国 ：県

⽔位計(従来整備)
：国

国 県

：県

対策種別
氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
被害対象を減少させるための対策
被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

県①
河道掘削等流下能⼒向上対策

県②
河川管理施設⻑寿命化対策

県③
⼩⽩川災害復旧（河道整備）

県④
萩⽣川災害復旧（河道整備）

県⑤
萩⽣川災害復旧（砂防）

町①
町管理河川の浚渫⼯事

町②
⼀定規模以上の開発⾏為に対する
⾬⽔貯留施設の設置

町③
⽔⽥貯留（⽥んぼダム）

町⑤
ハザードマップの改訂

町⑥
避難確保計画の策定

町⑦
避難⾏動要⽀援者個別計画の策定

町⑧
マイ･タイムラインの作成呼びかけ

町⑨
内⽔ハザードマップの策定

町⑩
⾃主防災組織の⼈材育成

町⑪
住⺠参加型の防災訓練

町⑫
災害時情報伝達⼿段の充実

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

緊急安全確保対象世帯 2,304世帯
緊急安全確保対象⼈数 6,578⼈

床上浸⽔ 0棟

全壊
⼀部損壊

47棟
0棟

床下浸⽔ 142棟
出典：⼭形県防災くらし安⼼部
８⽉３⽇からの⼤⾬等の状況について

（令和５年３⽉２２⽇発表）

半壊2棟

※建物被害は住家のみを記載

地域を“みず”から守る
〜みんなではじめる「流域治⽔」〜最上川流域治⽔協議会
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